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研究成果の概要（和文）：日本だけでなく海外を含め、妊娠線に関する研究はほとんど発表さ

れておらず、妊娠線の出現機序や原因について明らかにされていない。妊娠線出現と妊娠線予

防行動が妊婦の心理面に及ぼす影響について初めて QOL 評価票を使って明らかにした。妊娠線

予防対策実施群では、妊娠線が出現しているにもかかわらず、QOL に差異を認めなかった。そ

のため、妊娠線予防対策は妊婦に対して QOLの視点から考慮されるべきことが示唆された。  

 
研究成果の概要（英文）：The study about striae gravidarum is not reported including foreign 
countries as well as Japan, and it is not found about appearance mechanism and the cause 
of striae gravidarum. I clarified it with the QOL evaluation questionnaire about the 
influence for the pregnant women that appearance and preventive steps of striae gravidarum 
for the first time. Among pregnant women who took preventive steps, there was no 
significant difference in scores for QOL between the presence and absence of striae 
gravidarum. Therefor I conclude that preventive steps for striae gravidarum should be 
reconsidered from the QOL viewpoint for pregnant women. 
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１．研究開始当初の背景 

日本だけでなく海外を含め、妊娠線に関す

る研究はほとんど発表されておらず、妊娠線

の出現機序や原因について明らかにされて

いない。 

海外における妊娠線の研究には、過去 20

年間で、妊娠線発生の予測因子に関するもの

が 6 件１～６）ある。発生頻度は 48％～87.7％

であり、初発発生時期は、妊娠 24 週５）また

27 週２）とあり、国内で報告されたもの７）と

一致する。6 件とも妊娠線発生の評価には、

1972年の Daveyにより考案された評価指標８）

を用いている。妊娠線を予測する因子には年

齢１、３、４，６）、体重増加３、４）、児の出生体重８

～１１）、家族歴１～３、５）などが挙げられており、

文献により予測因子は異なる。妊娠線を含め

た生理的皮膚変化は、分娩後に軽快すること

や、生命に直接関わらない事項であるため、

積極的な治療は実施されていない９、１０）。し

かし、生理的変化の一つである妊娠線は、や

や隆起したピンク色線状病変として発生し、

のちに軟化、白黄色、委縮性皮疹となる１１）。
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分娩後は旧妊娠線となって瘢痕化し、治癒す

ることなく一生涯にわたり存続し１１）、女性

の身体に傷跡として残存する可能性が極め

て高い。妊娠線により引き起こされる心理的

な障害についても明らかにされていない。ま

た、妊娠線の程度は個人差があるが、軽度で

あっても心理的な影響をもたらすことが多

いと推察される。 

我が国における妊娠線の発生頻度は、初産

婦で 42.8％、経産婦で 57.4％であり、妊娠

中期までに約 80％が発生している７）。そして、

妊娠線出現の有無にかかわらず半数以上は

「妊娠線ができるのはイヤである」と回答し

ている７）。予防対策を実施しているものは

88.6％であり、具体的な内容は、マッサージ

やクリームであった１２）。また、84.1％のも

のが妊娠線に対し嫌悪感を抱いており１２）、

58.2％のものが美容に関心がある１３）とされ

ていた。しかしながら、妊娠線に対しての QOL

への影響や心理面の研究はほとんどされて

いない。 

一方、妊娠線発生予防の研究には、クリー

ムや化粧水使用による比較研究が 2件１４，１５）

あり、どちらも予防効果はないと報告してい

る。しかし、1972年の Davey の報告８）では、

クリーム塗布により皮膚に水分を補うこと

で、妊娠線予防に効果があるとしている。 

このように、国内外における妊娠線発生に

関する研究では、一定の見解は得られていな

いが、妊娠線の発生機序としては、皮膚の真

皮層の断裂が起きている１６）とされ、角質層

部位でのバリヤー機能が下部組織の真皮層

の断裂に影響を与えるという報告１７）がある。

したがって、本研究では、腹部角質層水分含

有量の差異が妊娠線発生に関係すると考え

た。 

そこで、クリームによる比較試験実施のプ

レテストとして、妊娠線が最も多く出現する

腹部に対し、既存研究では調査されていない、

妊婦の妊娠線に対する認識や行動及び妊娠

線発生と腹部角質層水分含有量の関係性、妊

娠線の発生予防に有効な妊婦自身のセルフ

ケア方法を確立することを目的とし、保湿剤

塗布による妊娠線予防効果を検証する必要

があると考えた。 
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２．研究の目的 

 ①妊娠線出現と QOLとの関係性を評価する。 

②妊娠線予防行動と腹部角質層水分含有

量との関係性を評価する。 

②妊娠線予防行動と QOLとの関係性を評価

する。 

 

３．研究の方法 

 対象：妊婦（妊娠36週以降） 

 期間：2010年10月～2011年7月 

 場所：愛知県 

 方法：自己記入式質問調査、妊娠線出現程

度の評価、腹部角質層水分含有量測定を行っ

た。以下の測定尺度を使用した。 

①Skindex29；1997 年に MM Chren らが作成

した。全 30 項目、「感情（Emotions）」、「症

状（Symptoms）」、「機能（Functioning）」の

３下位尺度からなる。30項目中 1項目は下位

尺度得点の算出に使用されないので、実際に

は 29 項目となる。各尺度は 0 点から 100 点

までを取り、得点が高いほど日常生活が障害

される程度が高いことを表している。本研究

では、福原らによる Skindex29 日本語版を使

用する。Skindex29 日本語版の信頼性、妥当

性とも検証されている。また、日本語版は、

測定したい疾患に合わせて「皮膚の状態のせ

いで」の部分を「○○のせいで」と置き換え

ることが認められている。本研究では、「○

○」の部分を「妊娠線」と置き換えて使用す

る。Skindex29 日本語版は、疾患（症状）特

異的 QOL 尺度」であり、「包括的 QOL 尺度」

と併用して使用することが望ましいとされ

ている。 

②WHO QOL26；身体的領域、心理的領域、

社会的領域、環境領域の 4 領域の 24 項目と

全体を問う 2 項目を加えた 26 項目から構成

されている。調査票は自己評価式で、質問項

目はあくまでも主観的な判断を問うもので

あり、「まったくない」を①として「非常に

ある」を 5とする 5 段階の反応尺度を用いて

いる。本研究では、WHO QOL26 日本語版を使

用する。WHO QOL26 日本語版は、田崎らによ

り、信頼性と妥当性が検証されている。包括

的 QOL尺度である。 

③Davey’s Score；1972年に Davey により

考案された妊娠線の出現頻度を評価する尺

度である。臍部を通る水平線と、臍部を通る

垂直線により腹部を 4 カ所に分類する。各パ

ートにおける妊娠性の出現程度により 0点か

ら 2点で点数化する。臨床的に、臍部を通る

水平線より上部 2カ所に 2点が付くことはな

く、総得点は 0点から 6点までになることが

多いとされる。妊娠線に関する研究では、こ

の尺度が最も多く使用されているため、今回

の研究にも同様にこの尺度を使用する。 

④モイスチャーチャッカー；静電容量方を

基礎に設計されている。水の誘電率が蛋白質

の誘電率に比べて極めて高いことから、誘電

率を測定し水分含有割合を算出している。セ

ンサ部分は 8mm×8mm で、測定時のセンサ押

圧は 100g/cm2である。またセンサの皮膚接触

2 秒後の値が表示され、単位は％である。無

侵襲、非拘束の測定機器である。皮膚上層よ

り 30μm までの角質層部分を測定する。環境

の影響を受けにくいと考えられる角質層の

表面ではなく深部における水分含有量の測

定が可能な測定機器として本機械を選択し

た。 

⑤角質層水分含有量測定部位；既存研究で

腹部の角質層水分含有量を測定し、妊娠線発

生と関連付けたものはないため、今回の研究

であらためて測定部位を確定する。Davey’s 

Score の分類を参考にし、各部位で臍より上

下 5 ㎝離れた点を測定部位とする。そして、

この 4点を合わせて平均測定値を腹部の角質

層水分含有量とする。今回の測定部位決定に

は、専門家の意見を取り入れ、測定者による

測定部位の差異をできる限り最小限に抑え

ること、また対象により測定部位の差異をで

きる限り最小限に抑えることを目的として

決定した。また、腹部は外気にさらされてお

らず、環境の影響を受けにくいと考えられ、

妊婦腹部の水分含有量と季節の関係性を示

す報告がないため、水分含有量測定時の環境

を検討項目に加えることとする。 

 検定方法：χ二乗検定、Mann-Whitney の U

検定、t検定（有意水準 5％）。 

 

４．研究成果 

 179 名（初産婦 94名、経産婦 85名）。 

① 妊娠線の出現程度（図１） 

  



妊娠線なし
60.9%

妊娠線あり
39.1%

 
図１妊娠線の出現頻度 

② 妊娠線の有無とWHO-QOL26との関係 

 妊娠線の有無とWHO-QOL26との間で、有意差

は認められなかった（p＝0.342） 

③ 妊娠線の有無とSkindex29との関係 

 妊娠線の有無とSkidex29では、Emotionのみ

有意差を認め（p＝0.012）、Symptomsと

Functioningでは有意差を認めなかった（ｐ＝

0.163、ｐ＝0.413）。 

156名（初産婦83名、経産婦73名） 

④ 妊娠線予防対策実施の割合 

実施あり
77.6%

実施なし
22.4%

図２妊娠線予防対策実施の割合 

⑤ 妊娠線予防対策と水分量との関係 

 腹部角質層水分含有量について、妊娠線予

防対策を実施していた群では34.5±3.4（121）、

実施していなかった群では32.2±3.7(35)で

あり、有意差を認めた(p＝0.001)。 

⑥ 妊娠線の有無と水分量との関係 

 腹部角質層水分含有量について、妊娠線が

出現した群では 33.9±3.5(59)、出現しなか

った群では 34.1±3.6(97)であり、有意差を

認めなった（p＝0.779）。 

⑦ 妊娠線予防対策と妊娠線出現との関係 

 妊娠線予防対策の有無と妊娠線出現の有

無では、有意差を認めなかった（p＝0.136）。

また、妊娠線出現を Davey’s Scoreにより 3

分類した場合においても有意差を認めなか

った（p＝0.330）。 

⑧ 妊娠線予防対策とSkindex29との関係 

 妊娠線予防対策の実施あり群となし群で

分類し妊娠線出現有無で検定した場合、実施

あり群では Sindex29 において有意差は認め

られなかった。なし群では Skidex29 におい

て Emotion で有意差を認めた（p＝0.029）。 

 

77.6％の妊婦が妊娠線予防対策を実施して

おり、多くの妊婦にとって妊娠線予防は大き

な関心ごとであることが分かった。そして、

妊娠線は、皮膚領域に特化したQOL評価指標を

使用することにより妊婦のQOLに影響を及ぼ

すことが明らかとなった。しかしながら、腹

部の水分量を増加させることを目的とした妊

娠線予防対策は、水分量を増加させることは

明らかとなったが、妊娠線を予防するまでに

は至っていなかった。 

一方、妊娠線予防対策実施群では、妊娠線

が出現しているにもかかわらず、QOLに差異を

認めなかったため、妊娠線予防対策が妊娠線

を有する妊婦のQOLを改善することが示唆さ

れた。  

 今回の研究では、妊娠線予防対策を自己回

答としたが、保湿により水分量が増加するこ

とが明らかとなった。しかしながら、妊娠線

を予防するまでには至っておらず、今後の比

較対照研究を実施することにより、妊娠線予

防効果を検証する必要性が示唆された。 

この結果を踏まえ、現在も妊娠線に関する

研究を遂行している。 
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